
西江原公民館だより 147号
西
江
原
公
民
館
だ
よ
り
第

一
号
発
行
　
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
卜
日

靡

公
民
館
だ
よ
り

ET大1運動

'

_==.,i 二==_■ 警

鰤‐租
西
江

原
町
大
運
動
会
　
，
　

・●

賤一耐ほ日朽判に針嚇
碁颯》一一・爾・一・

場
に
て
多
く
の
参
加
者
の
　
　
ヽ
鑢
　

一
一

』一一嘲〔』『］̈一（赳饗」難．一一

校
、
幼
児
園
、
公
民
館
合
同
の
大
運
動
会
は

実
行
委
員
会
並
び
に
上
級
生
児
童
の
頼
も
し

い
運
営
も
あ

っ
て
、
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
小
学
校
の
部
で
、
リ
レ
ー
、

組
体
操
、
応
援
合
戦
、
踊
り
な
ど
子
供
た
ち

の
元
気
で
統
制
の
取
れ
た
演
技
や
競
技
に
大

き
な
声
援
が
印
象
的
で
し
た
。

午
後
の
公
民
館
の
部
で
も
、
選
手
は
、
地

区
の
応
援
を
力
に
変
え
て
、
真
剣
に
競
技
に

取
り
組
む
と
と
も
に
交
流
を
楽
し
む
半
日
と

な
り
ま
し
た
。

一
部
と
四
部
が
同
点
で
迎
え
た
最
終
種
目

の

「年
代
別
リ
レ
ー
」
は
、
個
人
的
に
も
印

象
に
残
る
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
民
館
の
部
の
成
績
は
、
優

勝
四
部
、
準
優
勝

一
部
、
以
下
二
部
、
二
部

の
順
位
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
、
団
体
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（体

・
レ
ク
部
長
　
山
室
　
基
之
）

西江原町の人口 4,703人 (男 2,291 女 2,412)世帯数 1,877世帯 5月末現在
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館
長

［示　
高
　
平
　
八

五
月
二
十
二
日
の
運
営
審
議
会
と
管
理
運

営
委
員
会
に
お
い
て
、
別
掲
の
新
体
制
を
組
織

す
る
と
と
も
に
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が
承

認
さ
れ
、
ま
た
、
体
レ
ク
部
長
が
こ
の
紙
面
で
報

告
し
て
い
る
よ
う
に
、
「第
六
回
西
江
原
町
大

運
動
会
」
も
盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
八
月
の
コ
オ
原
夏
ま
つ
り
」
へ
の
参

加
、
「西
江
原
町
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
の
準
備
に

も
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
陰
さ
ま

で
平
成
二
十
年
度
の
公
民
館
事
業
も
計
画
に

沿
っ
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
前
年
度
、
運
営
審
議
会
に
検
討
を
お

願
い
（諮
問
）
し
て
お
り
ま
し
た
、管
理
運
営
委

員
会
の
六
専
門
部
の
う
ち
、
「福
祉
部
」
の
改

編
に
つ
い
て
は
、
『
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
部

（ふ
れ
ま
ち
部
と
に
名
称
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
専
門
部
の
分
掌
等
も
整
理
し
て
、
公
民
館

活
動
の
更
な
る
充
実
と
西
江
原
地
区
の
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
貢
献
を
し
て
も
ら
い

た
い
Ｌ
日
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
本

年
度
は
、
当
初
か
ら
陣
容
を
強
化
し
た
「ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
部
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
「福
祉
部
」
は
、
主
と
し
て
「明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
集
い
」
を
西
江
原
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
と
共
催
し
て
実
施
し
て
来
ま
し
た

が
、
〈
フ
日
身
近
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
高

齢
、
人
口
減
少
社
会
や
情
報
。ネ
ッ
ト
社
会
の

進
展
な
ど
に
伴
う
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど

の
問
題
に
対
応
す
る
専
門
部
に
担
当
分
野
を

拡
大
し
て
取
組
む
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
す
る

人
が
受
身
と
な
る
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
年
齢
層
の
人
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
や

交
流
を
し
て
、
お
互
い
に
喜
び
や
生
き
が
い
を

享
受
す
る
と
と
も
に
、繋
が
り
が
拡
が
り
、
思
い

や
り
の
心
や
郷
土
意
識
の
醸
成
が
図
れ
る
よ
う

な
事
業
を
実
施
し
て
「み
ん
な
で
地
域
や
西
江

原
を
元
気
に
し
よ
う
」
を
担
当
す
る
専
門
部
に

改
編
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
“

今
日
ま
で
、
西
江
原
公
民
館
で
は
、
先
輩
諸

氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
各
種
事
業
を
と
お
し
て

前
述
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
今
回
は
、
今
日
、
公

民
館
に
求
め
ら
れ
る
多
岐
に
わ
た
る
要
請
に
つ

い
て
、
運
営
審
議
会
や
常
任
委
員
会
で
検
討
す

る
な
か
で
、
ま
ず
は
、
人
々
の
繋
が
り
を
拡
大
・

深
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
体火
害
時
や
高
齢
社
会
な

ど
の
諸
課
題
に
も
対
応
で
き
る
基
盤
づ
く
り
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
「ふ
れ
ま
ち
部
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

「ふ
れ
ま
ち
部
」
は
、
「明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の

集
い
」
を
は
じ
め
、
「ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
ア
ン
ト

村
な
ど
の
交
流
部
門
、
地
区
対
抗
と
し
な
い
「ペ

タ
ン
ク
」
や
「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
協
働

す
る
「ふ
れ
あ
い
市
」
等
を
担
当
。実
施
し
て
、

町
民
・市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、

「元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
西
江
原
」
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
も
努
力
む
な
し
く
館
長
任
期

五
期
日
、
九
年
目
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。本
年
度
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
や
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
で
き
る
開
か
れ
た
西
江
原
公
民
館
と

な
る
よ
う
、
管
理
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
一
同
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一層
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鷲壼 礫

委 員 長 :藤丼美恵子

冨」委員長 :藤丼文雄 竹内良人
藤丼慎吾 那須秀樹

絣欽董毀
.:珍

館長 :宗高平ノ1

主事 :妹尾芳雅

平成 30年度
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副部長 :阪谷 佳美

丼上 京子
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樹

吾
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和
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昌

秀

慎

良

俊
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須

丼

内

田

妹

川

那

藤

竹

原

長

長立
ロ

部

副
部 長 :相田 瑞明
冨」部長 :三村  営

坂本 健二
定光 矢0子

部  長 :山 室  基 之
副 部 長 :片 山  智 義
安 部 義 明  武 留 義 仁
金 島 孝 不0 大 山 勝 彦
武 智 勝 士  時 松 恭 子
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１
公
民
館
の
管
理

運
営
全
般
に
関
す
る
こ
と

２
公
民
館
事
業
の
啓
発
推
進
と
調
査
研
究

及
び
専
門
部
間
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

３
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と

４
防
災
に
関
す
る
こ
と

５
他
の
専
門
部
に
属
さ
な
い
こ
と

（運
営
審
議
会
　
管
理
運
営
委
員
会
）

１
情
報
収
集
、
記
録
の
整
理
に

関
す
る
こ
と

２
広
報
紙
、
広
報
に
関
す
る
こ
と

３
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編
集
に
関
す
る
こ
と

（公
民
館
だ
よ
リ
　
パ
ソ
コ
ン
教
室
）

１
幼
児
教
育
営
級
　
家
庭
教
育
営
級

婦
人
掌
級
に
関
す
る
こ
と

２
請
演
会
　
請
習
会
の
開
催
に

関
す
る
こ
と

（ア
ッ
ピ
ー
広
場
　
た
ん
ぼ
ぽ
掌
級

レ
デ
ィ
ー
ス
講
座
　
教
育
請
演
会
）

１
町
民
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、
郷
土
意
識

の
醸
成
な
ど
に
関
す
る
こ
と

２
福
祉
団
体
と
の
連
携
、
活
動
推
進
に

関
す
る
こ
と

３
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

（明
る
い
ま
ち
つ
く
り
の
集
い
　
ふヽ
れ
あ
い
広

場
　
ペ
タ
ン
ク
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

サ
ロ
ン
　
敬
老
会
　
ふヽ
れ
あ
い
市
へ
の
協
力
）

１
文
化
事
業
の
開
催
及
び
普
及
推
進
に

関
す
る
こ
と

２
文
化
教
室
の
管
理
運
営
、
同
好
会
等
の

育
成
と
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と

（ふ
れ
あ
い
広
場
　
丼
原
夏
ま
つ
り

し
め
縄
教
室
）

１
町
民
の
健
康
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
振
興
事
業
の
開
催
に
関
す
る
こ
と

２
ス
ポ
ー
ツ
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体

の
育
成
と
調
整
に
関
す
る
こ
と

（大
運
動
会

納
涼
盆
踊
り
大
会

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
　
一巾
民
体
育
祭
）

自治連合協議会

女  性  会
社会福祉協議会

各 種 団 体

ヽ
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一毅
管

平
成
３０
年
度
福
祉
委
員

一

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ご
近
所
福
祉
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
本
年
度
次
の
方
々

に
福
祉
委
員
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど

地
域
の
安
全
、
安
心
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土寸
　
一月

西
新
町

本
新
町

東
新
町

西
　
町

早
川
　
洋
平

定
光
　
絹
枝

荒
木
　
伸
介

高
橋
　
和
則

大
津
寄
信
明

光
守
　
　
保

高
田
　
芙
久

池
田
　
雄
二

三
島
　
誠
人

仲
井
　
利
文

小
池
　
卓
志

武
田
　
直
己

桝
田
　
利
晃

川
田
　
克
己

村
松
　
英
昭

坊
野
　
昭
夫

藤
原
　
久
典

藤
井
　
　
正

中
山
　
一貝
逸

青
木
　
隆
明

松
永
　
文
子

北
田
　
祐
紀

西
江
　
益
美

森
下
　
純

一

井
本
　
順
士

三
村
　
正
樹

渡
辺
　
利
行

長
谷
井
　
勲

森
山
　
治
美

平
川
　
昌
利

多
賀
伊
勢
男

浅
草
満
智
子

西
山
　
　
均

石
井
　
土土
子

三
宅
ツ
ヤ
子

原
田
　
貞
保

田
中
　
共
造

杉
原
　
顕
正

津
組
美
保
子

大
山
　
宜
昭

松
本
　
敦
子

西
江
　
史
郎

松
本
　
準
太

I「嘗累[[1

戸才

倉児

川
上
　
敏
江

神
　
一月
　
池
田

　

宏

　

落
合
　
善
子

可
児
比
佐
子

小
　
角
　
佐
々
木
勇
人

　

定
光
　
利
明

定
光
　
信
義

　

谷
本
　
和
三

片
山
　
　
透

　

片
山
　
光
治

片
山
　
正
樹

　

藤
丼
　
慣
哉

佐
藤
　
和
義

　

椋
本
由
利
子

池
田
　
太
郎

　

沖
津
　
廣
志

田
上
　
吉
孝

賀
　
山
　
仁
城
　
澄
江

　

　

（敬
称
略
）

・か
ぶ
と
や
ま
サ
ポ
ー
‐ト
セ
ン
タ
‐
‐
ト

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
、
困
難
や
支

障
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
方
、
そ
し
て
、
諸
事
情
で
援
助
を

必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
々
に
、
地
域
住
民

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
で
き
る
範
囲

の
援
助
を
し
よ
う
と
い
う
、
有
償
た
す
け

あ
い
事
業

「
か
ぶ
と
や
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
、
平
成
三
十
年
四
月
二
日
開
設
、

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
受
け
付
け
は
、
月
曜
日
の
午
前

中
に
し
て
い
ま
す
。

（電
話

〇
八
六
六
―
七
五
―
四
三
六
七
）

次
の
方
々
が
協
力
会
員
に
な

っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
今
後
、
利
用
会
員
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西
新
町
　
丼
上
　
一只
子
　
　
片
山
　
順
子

吉
田
　
光
子

本
新
町
　
原
田
　
栄
子

東
新
町
　
片
山
　
暉
子
　
　
一品
木
　
昭
子

森
本
　
弘
子

西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
　
一二
　
村
　
幸
　
男

平
成
３０
年
度

の
主
な
行
事

第
６
回

西
江
原
町
大
運
動
会
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
主
な
行
事
は
次
の

通
り
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

絹

肝

請

陰
膵

昇

」

橋
本
　
喬
六

様
　
池
田
　
辰
彦

様

一

守
本
　
孝
昭

様
　
　
　
　
　
　
　
一

1111=

西
江
原
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
長

藤
井
美
恵
子

西
江
原
公
民
館
連
合
会
長藤
丼
　
文
雄

西
江
原
公
民
館
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
部
長

妹
尾
　
恭
治

西 中東  長

町 町 町  谷

賀 神

山戸

相
田
　
　
輝

佐
藤
　
雅
子

森
下
　
成
子

川
上
　
昌
弘

原
田
　
友
子

大
山
　
宮
子

宮
谷
　
悦
雄

青
木
　
初
子

北
田
　
和
子

藤
井
　
裕
子

片
山
　
将
子

山
室
　
　
明

落
合
由
紀
子

田
邊
　
和
子

森
兼
　
陽
子

川
上
　
敬
子

渡
辺
　
恵
子

坊
野
　
昭
夫

賀
山
　
口日
子

西
岡
　
静
枝

亀
山
　
　
尚

三
村
　
恒
香

三
村
　
幸
男

落
合
　
晴
光

椋
本
　
延
男

（敬
称
略
）

7月 丼原市グラウンドゴルフ大会

8月
丼原夏まつり

納涼盆踊り大会

9月 教育講演会

10月
市民体奮祭

ペタンク.グラウンドゴルフ大会

11月 ふれあい広場

12月
じめ縄づくり

バレーボール大会

11月 新年互ネし会

2月 明るいまちづくりの集い
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轟ム 嶽地
皿血就夫さん幽 @惑凶上側圃

家庭教育学緩 ●ぼ漱‐鶴 tJ

囲碁愛好者の皆さん、ぜひこ
i

参力Bください。待つてま～軌

毎月 第2、 第4水曜日
午後1時より5時まで。
西江原公民館の和室にて
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麹

井
原
市
公
民
館
協
議
会
主
催
の

第
七
回
井
原
市
公
民
館
対
抗
三
世

代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
七

月

一
日

（日
）
に
丼
原
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。西
江
原
か
ら
は
Ａ

・
Ｂ
ニ
チ
ー

ム
が
出
場
し
Ａ

（岡
本
幹
夫

・
小

川
幸
之
助

・
小
川
秀
利

。
時
松
真

友
子

・
時
松
康
隆

。
大
山
弘
子
）

チ
ー
ム
が
見
事
第
二
位

（二
十

一

チ
ー
ム
出
場
）
に
入
賞
し
、
年
代

別
個
人
の
、
六
十
歳
以
上
の
部
で

は
、
岡
本
幹
夫
さ
ん

（戸
倉
）
が

優
勝
す
る
と
い
う
活
躍
で
し
た
。

な
お
Ｂ
チ
ー
ム
も
第
十
三
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

西
江
原
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
主
催

の
本
年
度

第

一
回

ふ
れ
あ
い
市
を
六
月

二
十
四
日

（日
）
に

公
民
館
駐
車
場
で
開

催
し
多
く
の
人
々
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
八
月

二
十

六

日

（
日
）
、

十

月

二

十

八

日

（日
）
、
十
二
月
二
十

三
日

（日
）
に
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆

様
の
出
店
や
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

幼
児
教
育

学
級

「
ア
ッ

ピ
ー
広
場
」

は

一
歳
か
ら

四
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を

対
象
と
し
て

幼
児
園
児
や

地
域
の
方
々

‘幼児

，
教
育
学
級
ヽ
７
，
ピ
■
広
・場
」
一　
婦
人
学
級
辣
晰
陽
譴
籟
湾
咤
鰈

と
の
交
流
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

な
が
ら
、年
の
近
い
子
供
た
ち
の
遊
び
の
場
、

親
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ｃ

（原
田
か
お
り
）

「学
び

。
気
づ
き

。
広
が
る
」
を
学

習
テ
ー
マ
に
学
級
生
が
集
ま
り
企
画

・

運
営
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て

い
る
人
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
を
調
整
し
な
が
ら
、
毎
回
和

気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
子
供
の
悩
み
な
ど
を
相

談
し
合
え
る

場

に
も
な

っ

て
い
る
よ
う

で
す
。
年

度

の
途
中
か
ら

の
参
加
も
可

能

な

の

で
、

興
味
あ
る
方

は
、

い

つ
で

も
遊
び

に
来

て
く
だ
さ
い
。

（沖
津
千
春
）

●香

壼 藤五砥 丁

ヨ腱]切日
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日時 学習内容|
4月 開請式・読み間かせ

5月 消防署見学

7月 三世代交流

9月 親子体操

10月 出前講座

11月 観濠l会

12月 クリスマス会

2月 閉講式
・■姜■●・■証11●・ なヽ IⅢ ,,■ ミ

日時 学習内容

6月 開請式
7月 食育講座
10月 ペタンク・グラウンドゴ)"大会
12月 じめ縄づくり
2月 公民館清掃
3月 閉請式

應
量
會
鰹
郷
Ｄ
・Ｃ

自
分
磨
き
と
親

睦
を
目
的
と
し
て
、

様
々
な
講
座
を
展
開

し
て
、
楽
し
く
学
習

し
ま
す
。
今
年
度
は

次
の
よ
う
な
講
座
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（宮
本
ゆ
か
り
）
０一
日時 学習内容
5月 開請式・ストレッチ体操

7月 押し花
10月 西江原ふるさと探検ウオーク
12月 寄せ植え

2月 お酢を使つた料理 閉請式

西江原公民館

〒715-0006

井原市西江原町 1414

8 0866-62-8129

メール
nishi km@ibara nejp

ホームページ
http:///、vャv、v.ibara.

nejp/― nishi― km/

編

集

委

員

本
年
度
は
次
の
編
集
委

員

で

「
公
民
館
だ

よ
り
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
室
　
　
正
　
　
大
山

片
山
　
福
男
　
　
岡
部

柚
木
　
文
恵
　
　
妹
尾

芳 美 久
雅 衣 夫

ヽ


